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【提出日】平成25年7月18日(2013.7.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の図柄を変動表示可能な可変表示装置に
表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に導出された表示結
果に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　遊技の制御を行う遊技制御手段と、
　演出の制御を行う演出制御手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に入賞の発生を許容するか否かを決定する
事前決定手段と、
　前記可変表示装置の表示結果を導出させる際に操作される導出操作手段と、
　前記導出操作手段が操作されたときに、前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御
を行う導出制御手段と、
　前記事前決定手段の決定結果に関わらず、前記遊技用価値の付与を伴う小役入賞の発生
が常に許容されることにより遊技者にとって有利となる特別遊技状態に制御する特別遊技
状態制御手段と、
　前記特別遊技状態の開始後、遊技者に付与された遊技用価値の総数である特別付与総数
を計数する遊技用価値数計数手段と、
　前記特別遊技状態において前記特別付与総数が規定値Ｍ（ただし、Ｍは１以上の整数）
を超えたときに該特別遊技状態を終了させる特別遊技状態終了手段と、
　を備え、
　前記特別遊技状態においては、遊技用価値ａ（ただし、ａは１以上の整数）を用いて賭
数を設定することによりゲームが開始可能で、かつ前記小役入賞として遊技用価値ｂ（た
だし、ｂは１以上の整数）の付与を伴う第１の種類の小役入賞及び遊技用価値ｃ（ただし
、ｃはｂと異なる１以上の整数）の付与を伴う第２の種類の小役入賞を発生させることが
可能であり、
　前記特別付与総数が前記規定値Ｍを超えたときの前記第１の種類の小役入賞の発生回数
と前記第２の種類の小役入賞の発生回数との組合せに応じて、前記特別遊技状態が終了し
たときの前記特別付与総数と前記特別遊技状態において賭数の設定に用いられた遊技用価
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値の総数との差である純増数が異なる値となるように前記規定値Ｍ、前記遊技用価値ａ、
ｂ、ｃがそれぞれ設定され、
　前記事前決定手段は、前記特別遊技状態において前記小役入賞とは異なる特殊入賞の発
生を許容するか否かを決定し、
　前記導出制御手段は、
　前記特別遊技状態において前記特殊入賞の発生を許容する旨が決定されていない場合に
、前記導出操作手段の操作手順に関わらず、前記第１の種類の小役入賞に対応する入賞表
示結果を前記可変表示装置に導出可能で、かつ前記第２の種類の小役入賞に対応する入賞
表示結果を前記可変表示装置に導出させない制御を行い、
　前記特別遊技状態において前記特殊入賞の発生を許容する旨が決定されている場合に、
第１の操作手順で前記導出操作手段の操作がなされたときに、前記第１の種類の小役入賞
に対応する入賞表示結果を前記可変表示装置に導出させる制御を行い、前記第１の操作手
順とは異なる第２の操作手順で前記導出操作手段の操作がなされたときに、前記第２の種
類の小役入賞に対応する入賞表示結果を前記可変表示装置に導出させる制御を行う
　ことを特徴とするスロットマシン。
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